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第２回ウィークエンドワークショップを開催いたします。 

 第１回会合は１２月１９日に開催し、参加いただいた方の関心事、取り組みたいことを議

論しました。裏面に簡単にまとめたものを記載しました。 

第２回会合では、百合が丘地区をモデルとして考え、参加者の皆

さんがどのような取り組みができるか議論を深めたいと考えていま

す。 
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●ỸỵὊἁỺὅἛὁὊἁἉἹἕἩểỊᾎ 
○ウィークエンドワークショップは、町民ワークショップの議論の中から生まれた気付きやアイデ

アを、町民による具体的な取り組みに結び付けるためのものです。 

○町民ワークショップでは、主にまちづくりのアイデアを中心にまとめていただきましたが、ウィ

ークエンドワークショップは、皆さんによる自主的かつ主体的な取り組みを、具体的なまちづくり

に結び付くような場を提供するものです。 

 

●ẮỮễẮểửẲẺẟểᎋảềẟộẴ 
○「町民によるサロンを開きたい」、「まちづくりの冊子を作成したい」、「イベントをした

い」、「町民の協力により子育て支援を行いたい」、「自分の経験や技術を地域社会に役立て

たい」、「ＮＰＯを設立したい」など、まちづくりを実現するためにどうしたら良いか、皆

さんの知恵や経験を活かし、事例や制度などの情報を持ち寄ることによって、お互いに励

ましあいながら具体的な行動に移せるような活動を行います。 

○参加された町民みなさんそれぞれの“思い”を大事にする場です。意見を押し付ける場

ではありません。活動への参加を強要するような場ではありません。 
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ʴӝȓǸȧȳŴዮӳဦŴɶؕஜᚘဒእకƴƭƍƯ 

・１２月末から素案が公表され意見を出すことができる 

・ワークショップ参加者として素案を読み意見を出し合うこと

が必要。 

ɟᑥఄܖݱƷஊјМဇǛᎋƑǑƏ 

・少子化、人口減少により学級数が減少 

・公共施設を有効に利用することが必要 

・百合が地区をモデルに考えてみよう 

・人口社会での公共施設のあり方のモデル

ケース 

・百合が丘地区の関係団体、町の意見も聞

いてみよう 

コミュニティには多様な課題が生まれている。 

空き家問題、一人暮らしの高齢者問題 

歩いて外出できることが大切 

歩いてアクセスしやすい公共施

設 

遊休農地の有効利用、市民農園としての利

用と促進されない障害を解決する策は？ 

女性消防隊が活躍している 

基本は誰もがいざというときに消防隊にな

ることが重要 

町民発電所（ソーラーパネル）から広がる

再生可能エネリギー利用 

プチ田舎 知らせる、プロモーショ

ン 

転出した理由を聞く 

畑のある暮らし 

二宮の良さを活かすための

施設（規制と施策）が重要 

住民が道路等を管理する仕

組みと活動（花でもてな

し・・・） 

ǷȆǣȷȗȭȢȸǷȧȳƸᛠǇǕǔۥ

˳ƕ࣏ᙲᲛ 

○人口ビジョンと総合戦略は、人口減少社会をどう迎えるか戦略

の戦略づくり、国から財政的支援がある 

○中期基本計画は、基本構想に基づいて今後３か年の町の施策の

方法性を示すもの 

○そうすると公共施設の有効利用も、町のプロモーションも上記

の戦略と計画に関係してくる 


